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経 済 産 業 省          
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経済産業省からのご注意 

 

ガス機器にはきちんと合う接続具の付いた 

ゴム管を使いましょう！ 
 

最近、ガスストーブやガスファンヒーター等のガス機器に合わな

いゴム管を使用したことにより、ガス機器が焼損する事故が多発し

ています。必ず、適合する接続具の付いたゴム管やガスコードを使

いましょう。 

よく判らない場合は、機器販売店やガス会社にお尋ね下さい。 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

《ガス機器にゴム管を直接接続した場合》

・コンセントガス栓(ガス栓用プラグ)にガスコード 

(ゴム管用ソケット)を取り付ける際には、カチッと

音がするように確実に取り付けて下さい。 

・接続具はサイズ・接続形状に合ったものをご使用下

さい。 

《ガス栓との接続・ガス機器との接続》 

迅速継ぎ手でガス機器に接続するべき

ところ、直接ゴム管でガス機器に接続し

たことにより、ガスが漏えいし、着火し

たとみられる例 

○誤った接続具の使用による着火事故は、昨年１２月以降７件発生しています。なお、人損はありません。

 

商務流通グループ 製品安全課 

担当者：青木、松本 

電 話：０３－３５０１－４７０７ 

ＦＡＸ：０３－３５０１－６２０１ 

（本発表資料のお問い合わせ先）  

  

原子力安全・保安院 ガス安全課 

担当者：市原、石井 

電 話：０３－３５０１－４０３２ 

ＦＡＸ：０３－３５０１－１８５６  



死亡 中毒 負傷 製造（輸入）者 型式

ゴム管（迅速継ぎ
手なし）

不明
絹巻きラセン管
（２ｍ）
（製造年不明）

ガスストーブ（開放
式）

リンナイ株式会社
ＲＣ－３２８ＡＣ
（製造年不明）

ゴム管（迅速継ぎ
手なし）

株式会社十川ゴ
ム

９８４８０１２８
（品番：８０－１
２８）
（1978年製）

ガスストーブ（開放
式）

リンナイ株式会社
（大阪ガス㈱販売
分）

ＲＣ－Ｆ２４０１Ｅ
－１
（品番：１４０－
９１９２）
（2006年9月製）

ガスストーブ（開放
式）

リンナイ㈱
（大阪ガス㈱販売
分）

ＲＣ－１５２Ｅ－
１
（品番：０４３－
０４５３）
１９９８年１０月
製

ゴム管（迅速継ぎ
手なし）

㈱十川ゴム
（大阪ガス㈱販売
分）

ＥＢ１００２３
（品番：０８０－
０１４２）
１９９０年製

ガスストーブ（開放
式ガスファンヒー
ター）

松下電器産業株
式会社
（大阪ガス株式会
社販売分）

ＧＳ－２ＳＬ１Ｇ
（品番：０４３－
０５６１）
（1995年5月製）

その他（迅速継ぎ
手）

株式会社ハーマ
ンプロ

ＪＧ４００Ｂ
（2001年6月製）

ガスストーブ（開放
式ガスファンヒー
ター）

リンナイ株式会社
（大阪ガス株式会
社販売分）

ＲＣ－２３０Ｅ－
１
（品番：１４０－
９０１２）
（2003年6月製）

その他（接続具）
日東工器株式会
社

不明

ガスストーブ（開放
式ガスファンヒー
ター）

リンナイ株式会社
（大阪ガス株式会
社販売分）

ＲＣ－２１０－３
（品番：４３－７
１４）
（1989年10月
製）

その他（接続具） 不明 不明

ゴム管（迅速継ぎ
手なし）

十川ゴム株式会
社
（大阪ガス株式会
社販売分）

ＡＢ１０００４　青
ゴム管
（品番：８０－１
４０）
（1982年製）

ガスストーブ（開放
式ガスファンヒー
ター）

三洋電機ガス機
器特販株式会社
（大阪ガス株式会
社販売分）

ＧＦＨ－４３５Ｔ
（品番：１０４３
－０６６９）
（1993年11月
製）

0 0

消防から「ガスストーブ（ガスファンヒーター）から出
火した」との連絡があり、ガス事業者が確認したと
ころ、ガスストーブとゴム管及び床の一部が焼損し
ているのを確認した。ガスストーブとゴム管の接続
部が激しく焼損していることから、接続部から漏え
いしたと見られるガスにガスストーブの火が引火し
焼損したものと推定される。当該機器に使用すべ
き迅速継ぎ手付きのゴム管は使われていなかっ
た。詳細調査中。

一般

（１３Ａ）
1月11日 群馬県 0

0 0

需要家から「ファンヒーターから出火」との連絡を
受け、ガス機器販売会社が当該機器を引き取った
後、ガス事業者が確認したところ、当該機器背面
の一部及び内部配線等の焼損を確認した。また、
当該機器とゴム管とは、接続具(迅速継ぎ手)を用
いて接続すべきところ、需要家により、ゴム管を直
接接続し、ゴム管止めもなされていないことが確認
されおり、当該接続部より漏えいしたガスがファン
ヒーター内部に吸引され引火し、焼損に至ったもの
と推定される。

一般

（１３Ａ）
1月7日 大阪府 0

0 0

需要家から「ガスストーブ（ガスファンヒーター）の
内部で炎が見えたので水をかけて消火した。」との
通報を受け、ガス事業者が確認したところ、当該機
器内部に焼損痕があった。また需要家により当該
機器の接続口とは合わない接続具を誤って用いて
接続されており、接続箇所からガスの微少漏えい
があることを確認した。詳細調査中。

一般

（１３Ａ）
12月20日 京都府 0

0 0

需要家から「ガスストーブ（ガスファンヒーター）が
故障した」との通報を受け、ガス事業者が確認した
ところ、ガスストーブの背面の一部が焼損している
のを確認した。ガス事業者によるガス漏えい検査
の結果、灯内内管からガス栓までのガス漏えいは
なく、また、当該需要家によりゴム管と適切に接続
できない接続具を用いて器具に接続されているこ
とが確認されている。詳細調査中。

一般

（１３Ａ）
12月13日 大阪府 0

0 0

需要家から「ガスストーブ（ガスファンヒーター）を
使用中に出火した」との通報を受け、ガス事業者
が確認したところ、ガスストーブの背面の一部が焼
損しているのを確認した。ガス事業者による調査
の結果、ガスストーブと接続具の接続部からガス
が漏えいしており、ガスストーブの火が着火したも
のと推定される。詳細調査中。

一般

（１３Ａ）
12月9日 京都府 0

一般

（１３Ａ）
12月5日 大阪府 0 0 0

需要家から「ガスストーブから出火した」との通報
を受け、ガス事業者が確認したところ、ガスストー
ブ背面とゴム管の一部が焼損していることを確認
した。ガス事業者が調査した結果、迅速継ぎ手で
接続すべきところを直接ゴム管がつながれてお
り、またゴム管止めも使用されていなかったことか
ら、当該接続部からガスが漏えいし、ガスストーブ
の火が着火したものと推定される。

一般

（１３Ａ）
1月10日 大阪府 0 0 0

需要家から「ガスストーブ（ガスファンヒーター）の
調子が悪い」との連絡を受け、ガス機器販売店が
持ち帰り調査したところ、当該機器背面ゴム管接
続部上方とその内部が焼損しているのを確認し
た。その後、当該機器を引き取ったガス事業者が
調査したところ、当該機器に使用すべき迅速継ぎ
手付きのゴム管を使用せず、ゴム管を直接接続し
ていたことから、当該機器とゴム管の接続部から
漏えいしたガスが機器内部に吸引され着火したも
のと推定される。詳細調査中。

事故概要 機器分類
参考情報

ファンヒーターに係る誤った接続具の使用による着火事故（19年12月～20年1月）

事業 発生日 場所
人身被害 

(参 考)


